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令和６年度道立特別支援学校（高等部）入学者選考検査開始 

 

202４0126 

 

 

 

校長室の窓から 

星置ニュースＮＯ．４２（0４２） 

 

１月２６日（金）入学者選考検査が開始されました。２４日（水）

からの暴風雪でしたが、今日は念のため開始時間を１時間遅らせて対

応することで安全に、そして安心して開始することができます。 

「１５の春を泣かさない」そんなフレーズも今は昔かもしれません

が、障がいが「ある」とか「ない」とかではなく、入学者選考検査、

いわゆる『受検』に立ち向かう生徒たちにとっては、心と体のバラン

スが崩れ、大きなプレッシャーと闘い「挑戦」します。私たちは、そ

の思いや姿をリスペクトし、私たちができるすべての業務を完璧に進

めることが求められます（当たり前ですが）。 

そろそろ受検生と保護者が来校します。私たち教職員は今年度のス

ローガンである『星置 Happy Smile』で出迎えます！！ 

受検生ならびに保護者の皆様、健闘をお祈ります！！ 

 

ナイス！キック！！ 

激務を楽しむ！ 

１月２５日（木）紅葉山校舎小学部１～３年生

は、体育の授業で「サッカー」に取り組みました。 

今回は、『ゴールへシュート』を頑張っていまし

た。ゴールへシュートが決まるたびに、雄たけび

を上げ、友達と抱き合う姿は日本代表とまさしく

同じ！！元気に楽しく体を動かくことができて

いました。今回は見学だけですが、次回は一緒に

サッカーをしたいと思います！ 

小１A君のドリブルからの～ シュート！ ゴール！！ 

気がつけば、１月も終わりが見えてきました。この時期の校長の仕事は、入選対応、先生たちの人事対応

が大きなウエイトを占めます。本校は１校３校舎体制で、生徒約 300 名、教職員約 200 名と北海道の中

でも 1、２を争う大規模校です。今回の人事関係では約 100 名（行政含）の調査書、人事協議（対面、ZOOM、

電話等）を進めてきました。24日（水）に第 3次人事協議が終了し、ある程度の業務の山は超えました。

後は、個々の対応を進め 2 月下旬に終了となります。あと少しなので踏ん張っていきま～す !(^^)! 

他校と比べるとなかなか激務なのですが、その激務を楽しめるパワーの源は 300 名の子どもたちの『最

高の笑顔』だと思います。子どもたちの笑顔に癒されると「もういっちょやるかぁ～‼」と元気になります。 

今年度もあとわずかですが、子どもたちのために、先生たちと共に元気にファイトしていきます！！ 

 


